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項目 発言者 意　　見 内　　容 対　　応

治水 Ａ委員 計画規模に
ついて

1/50の計画規模は、近年の気象状
況(異常豪雨、低気圧等)から見る
と小さいのではないか。

1/50は全国的にみても高い数字で
あり、現計画での整備を進めた
い。今後大きな災害等あれば計画
規模の引き上げを検討してまいり
たい。

Ｂ委員 河道計画に
ついて

魚類相を豊富にするため、河口部
が深くなるようにして欲しい。

河口部は掘り下げる計画となって
いる。ただし実施時期は河川整備
全体の進捗を考慮し決定したい。

Ｃ委員 自然再生に
ついて

川の一部を河川改修で多自然とし
ても、上流から下流まではそう
なっていない。また海や田んぼと
の生物間の交流も大事であり、流
域全体を視野に入れて自然再生に
取り組むことが大事である。

ご指摘の自然再生については、学
識経験者や関係機関の意見を聞き
ながら検討してまいりたい。

Ｄ委員 治水対策と
環境整備の
バランスに
ついて

治水対策と環境整備が両方バラン
スよく成り立つことには矛盾があ
り、難しい問題だと思う。

必要な治水上の安全性を確保しつ
つ、動植物の生息・生育環境や美
しい自然景観などに配慮してまい
りたい。

管理 Ｅ委員 情報公開に
ついて

住民が川をよく知っていると洪水
時の被害が少なくなる。住民に情
報を出すことが必要。

河川整備基本方針・河川整備計画
や降雨量、河川の水位等をイン
ターネットで公開しているところ
であるが、さらに情報提供の充実
に努めてまいりたい。また併せて
市町村のハザードマップの整備の
支援など、ソフト対策にも努めて
まいりたい。

Ｆ委員 災害時に各関係機関がいかに早く
情報を流すかが大事である。

災害時には、市町村・関係機関と
の連携を図り、迅速な情報伝達に
努めてまいりたい。

教育 Ｄ委員 河川環境教
育について

安全や環境などが川でも検討され
ていることを教育的な形で還元し
ていく整備計画として欲しい。

現場見学会などの開催により、子
ども達に対して川に関する情報を
PRしてまいりたい。

Ｇ委員 住民意見の
反映につい
て

地域住民が行政と一緒になって川
づくりを考えられるよう計画段階
に取り入れて欲しい。

各地域において住民や河川愛護団
体、有識者、行政(県、市町村)な
どで構成する「川を語る懇談会」
を開催し、河川整備等に地域住民
の意見の反映に努めてまいりた
い。

環境 Ｈ委員 親水性につ
いて

白岩川は川に下りにくい。住民と
の川の触れ合いが少なくなる。

Ｉ委員 水と親しめる整備計画として欲し
い。

白岩川水系河川整備計画

整備にあたっては、親水性向上を
検討してまいりたい。
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